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講演題目 

夏休みファーマカレッジ 2022 

研究の目的、成果及び今後の展望 

夏休みファーマカレッジは、高校生が大学教員から直接指導を受け科学実験を行う中で、科学的な

ものの見方を養い、科学に接する喜びを体験することにより、科学に対する興味や理解を深め将来の

夢や希望を育てることを目的とするものである。また、静岡県内の高校生を対象とすることで、県民

に開かれた大学のイメージが広がるとともに、本学への入学希望者が増えると期待される。さらに、

実験指導の補助を通して、大学院生や学部学生の教育・社会活動への参加なども達成される。今回は

「くすりが効くか遺伝子から予測しよう」、「ノーベル化学賞を取った反応を実際に体験！」、「先端技

術で分子の在り処を可視化しよう」など全 10 テーマを用意し、公募により選抜された県内高校生 40

名を受け入れた。本企画は 8月 3日と 4日の両日に薬学部の実施研究室および講義室、実習室などで

開催された。4 日午後にはテーマごとに研究成果発表会を行い、尾池学長にもご臨席いただいた。参

加者アンケートの結果も大変好評であり、科学と薬学に対する理解と興味が深まったことが伺えた。 

本企画の様子は全学や薬学部の HP、また 8月 5日付の静岡新聞でも紹介された。発表会の様子は個

人情報保護に留意した上で動画撮影し、選抜に漏れた多くの高校生にも期間限定でオンデマンド配信

することで研究内容や雰囲気を疑似体験できるよう工夫した。 

今年度は多数の参加申込があったにも関わらず新型コロナ感染症対策の観点から、従来の半数の 40

名の定員にて実施することとなった。次年度は従来の 80 名での定員に戻し、より多くの高校生に本

企画を体験してもらえることを強く願うものである。 

 


